
東松島市 復興支援 

これから津軽三味線部による令和元年度私立高校生震災復興・創成活動事業の報告を始め

ます。 

前回と同じ土地での復興支援活動でしたが、今回は被災者の方々の気持ちに寄り添うこと

はもちろん、ねぶたなどを演奏し、活気づけることを目的としていました。 

さらに、前回と大きく異なる点は被災者の方々とより深く関わったことです。 

演奏前日には、被災者の方々と一緒に夕食を食べました。 

実際に被災していた時に食べていたものを用意していただき、普段の食事のありがたさや

贅沢さを体感することができました。 

また、被災者の方々は私たちと一緒に食事をすることを本当に喜んでくれていて、温かい

笑顔とお話がすごく印象的でした。 

その日の夜には「青いこいのぼりプロジェクト」の創設者である伊藤健人さんや健人さん

が通っていた学校の教頭先生が当時のお話をしてくれました。 

当時の状況や感情を動画なども用いて本人から聴くことは、心に重くのしかかり、自分た

ちがいかに幸せであるかを痛感することに繋がりました。 

やっぱり実際に被災地に行き、お話を聞くと、テレビや文字で知るよりもリアリティがあ

って深刻なものなのだと感じました。 

そしてその日は寝袋を使って寝て、被災の体験をさせていただきました。 

普段とは違う狭くて十分に温かくはない環境を体感し、被災の辛さを知りました。 

演奏前日の生活を通して、普段の生活とのギャップを感じ、同時に自分たちがもし被災す

る立場になったら耐えられるのだろうかという不安も感じました。 

演奏当日はたくさんの方が聞きに来てくださりました。 

この日のメインは青森県の名物、3 大ねぶたを演奏することでした。 

前日のお話で「被災者の方々は太鼓の音が津波の音に似ているから怖いと思っている」と

いうことを聴いていたので少し心配だったのですが、演奏するとみんな笑顔で楽しそうに

聞いてくれていたので私たちも嬉しく思いました。 

帰り際には「また来てね」「すごく上手だったよ、ありがとう」などの温かいお言葉をいた

だき、私たちも温かい気持ちで復興支援活動を終えることができました。 

今回の活動を通して、前回よりも「東日本大震災」という忘れてはいけない出来事に踏み

込んだことで被災者の方々の思いや不自由さ、温かさや力強さに触れられ、自分たちがど

れほど幸せなのかということを考えるきっかけになりました。 

しかし、自分たちがいつ震災にあうかどうかわかりません。 

だからこそ、毎日後悔しないように、誰かの活力になれるように行動していこうと思いま

した。 

これで津軽三味線部による令和元年度私立高校生震災復興・創成活動事業の報告を終わり

ます。 



宮城県東松島市での 

復興支援活動 
津軽三味線部 



出身：宮城県石巻市 

特技：和太鼓 
 

現在は、子供の頃から和太鼓を演奏して
いたため、和太鼓ユニット「閾（いき）」など

で演奏活動を行っています。 



青い鯉のぼりプロジェクトについて 

きっかけ 

目標 

I. 津波で命を失った家族4人の想いが届くように 

II. 生き残った自分の道しるべになるように 

１００年後も続く取り組み 

にすること 



復興支援活動の内容 

地域の人々と
のふれあい 

寝袋体験 

三味線部演奏 
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